
湿地・景観の保全の取組

生物多様性
の保全機能

北海道サロベツ地区

○水鳥を中心に豊かな生態系が形成されているサロベツ地区の湿地については、開発による乾燥化により、生物多様
性保全のための機能の喪失が懸念されるなか、環境保全と開発の両立を目指し、湿地と農用地の共生を図る取組
が行われている。

農業と湿原の共生が地域の課題

・農地側に緩衝域を設定し、農地と湿原
の相互の影響を緩和

・沈砂地により河川への土砂流出を軽減
畜舎  湿原

緩衝帯

国営総合農地防災事業 【サロベツ地区（北海道宗谷支庁）】

農地エリア

農地エリア

湿原の乾燥化対策・泥炭採掘跡地の復元等

湿原エリア

沈砂池により河川への土砂流出を軽減

農地側に緩衝域を設定し、
農地と湿原の相互の影響を緩和沈砂池

緩衝帯

農地

既設付帯明渠

新設付帯明渠

○緩衝帯の構造
緩 新設排水路

【事業実施前】 【事業実施後】
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境界の排水路
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25m
緩衝帯設置後の地下水位

湿 原 農 用 地
緩衝帯

新設排水路

既設排水路

（掘削土で埋め戻し）

湿 原

湿 原 農 用 地

農 用 地

地下水位

境界の排水路
農用地と湿原の共存の

ため、隣接箇所において、
農用地では適度の地下水

位を保持し、湿原地下水
位は現状よりも低下しな
いよう、湿原と農用地の
間に緩衝帯を設定。これ
により湿原の地下水位の
低下を抑制

資料：農村振興局作成

景観・生態系への配慮

岩手県いさわ南部地区生物多様性
の保全機能

景観形成機能

○いさわ南部地区では、外部者や専門家による景観や生態系の評価だけでなく、ワークショップにより地域住民も積
極的に参加して整備が進められて、生産性向上のみならず、景観・生態系への配慮に積極的に対応した基盤整備も
取り組まれている。

・地区調査の段階から、生態系や景観への保全すべき景観・生態系要素を調査
し、設計・施工へと反映させるとともに、環境配慮施設の維持管理体制につ
いて検討

【排水路】
落差を解消し、魚類の
移動経路を確保

【排水路】
水路底を土砂とし、
魚巣ブロックなど魚
類の生息環境を確保

景観・生態系に配慮し、散居集落をいかした田園空間の整備

国営農地再編整備事業 【いさわ南部地区】

（外部者による景観評価）
写真により、

美しい農村風景箇所を再確認

（専門家による生態系評価）

踏査と目視による概略調査で、生

景観撮影調査

生態系調査

【屋敷林】
散居集落特有の屋敷林
等を保全

【排水路】
曲線部を拡幅し、瀬・淵
など多様な環境を確保

態系の重要場所を確認

（内部者による景観・生態系評価）

住民の保全、改善希望場所を確認

集落点検ワークショップ

【ため池】
貴重な自然が残るため池をビオ
トープとして保全

【土水路】
植生の豊かな土水路を
保全

資料：農村振興局作成



生産調整の一環としての景観作物の植栽

景観形成
機能

岐阜県市之枝地区

景観作物の植栽地区の概要

○市之枝地区では、平成9年度から平成17年度にかけて実施された県営ほ場整備事業を契機として営農組合が設立さ
れ、大型機械を利用した農作業受託を行うとともに、水稲、麦、牧草及び景観作物のブロックローテーションを実
施している。
○良好な田園風景の創出を目的として、毎年約6haのほ場で景観作物を植栽。地元産の減農薬・無化学肥料栽培米を
はじめ、新鮮な野菜の販売も併せて行い、近隣の市町村からも多くの人々が訪れる。

市之枝地区の全景

れんげ祭 （４月）

トラクターに連結した車に、
観光客を乗車させ、ほ場内を
走るイベントを実施。

景観作物の植栽をブロックローテーションに組み込み、生産調
整の一環として実施。

コスモス祭 （10月）

ひまわり祭 （８月）

ほ場 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

例
景観作物

又は小麦
牧草

水稲

（ｸﾘｰﾝ米）

水稲

（ｸﾘｰﾝ米）

景観作物

又は小麦

水稲

（ｸﾘｰﾝ米）

資料：農村振興局作成

農村景観の維持・保全

景観形成
機能

○農林水産省では、農業・農村の営みを通じてはぐくまれてきた地域資源を歴史的・文化的視点から見直し、伝統的
な農業施設や美しい景観を空間全体として整備・再生する「田園空間博物館」の取組を展開。

○農村に対する国民の期待に対し、景観の美しさとともに、人と自然のかかわりの美しさも有する農村環境づくりが
必要。

岩手県一関市

新橋

旧橋

田園空間博物館の取組実施地区 景観配慮の事例

香川県観音寺市 富山県富山市、立山町

全国の田園空間博物館一覧

熊本県山都町

新橋

豊稔池（ほうねんいけ）
S４に完成した豊稔池は、我が国唯
一の石積み式マルチプルアーチダム
で中世北欧の古城を偲ばせる威容と
風格をもつ。
県営防災ダム事業（防災ため池工
事）で基本形状と景観を大きく変更
せずに補修（H５完成）。

左岸連絡水路橋
常願寺川に架かる左岸連絡水路
橋は地域における歴史的建造物で
あり、地域の歴史的・文化遺産と
して継承する観点から、国営総合
農地防災事業で新設した水路橋は
旧橋の形状を踏襲。

（本寺（ほんでら）地区）
骨寺村(ほねでらむら)荘園
遺跡の世界遺産登録に向け、
景観農業振興地域計画をH19
に策定。
伝統的な景観の保全と水田
農業の継続を両立させるため、
景観保全農地整備を計画して
おり、本年度は試験施工を実
施。

佐賀県「屋根のない博物館 神埼」

富山県「田園円形劇場 氷見」

北海道 東北 関東 北陸・中部 近畿 中国・四国 九州・沖縄
●北海道 ●青森県 ●栃木県 ●石川県 ●滋賀県 ●鳥取県 ●大分県

滋賀県近江八幡市

熊本県山都町

通潤橋（つうじゅんきょう）
重要文化財でありながら、今日も農業用水路橋
として重要な役割を担っている。
県営地域用水環境整備事業（H11～15）により
景観を変えずに大規模改修を実施。

（円山・白王・北之庄地区）
琵琶湖の内湖とその周辺の農地・集落であり、景観農業
振興地域計画をH18に策定。
国営等の干拓事業等が実施されてきた地区であり、今後
の更新等においては環境との調和に配慮した整備に努める。

●北海道

北見・端野

とかち太平原

樺戸

●青森県

垂柳猿賀

島守盆地

●岩手県

東和

●秋田県

白神郷

亀田藩

鳥海山麓

●山形県
満沢
●宮城県
山元・亘理

●栃木県
那須野ヶ原西部

●茨城県

東筑波

利根下総

●千葉県
袖ヶ浦

小見川・山田
●東京都
八丈島

●群馬県

利根沼田

●石川県
能登北部

●富山県
ひみ
となみ野

●長野県

上田青木
諏訪南

●山梨県
八ヶ岳南麓湧水
塩山勝沼

あすた

●静岡県
遠州南部
奥浜名湖

駿河岡部
●岐阜県

恵那

●滋賀県
湖北

山東・伊吹
長浜
竜王

野洲川下流

●大阪府
泉州

●兵庫県
北はりまハイラ
ンド
いなみ野ため池

ミュージアム

●鳥取県
智頭

夢の里
●島根県
八雲

いずも
●広島県
オークの森林

●山口県

豊田

●香川県
志度

●徳島県
貞光

●高知県
中芸東部

●大分県

西高

●佐賀県
神崎
●熊本県

天水
阿蘇
●宮崎県

都城
●沖縄県
本部半島
島尻東

資料：農村振興局作成



水田を活用した洪水防止機能の防止

国土保全
機能

新潟県岩船郡神林村

上流域の約350haの水田の排水
桝にφ50mmの調整板を設置し、
水田からの流出量を抑制し、下
流域の洪水被害の軽減を図る。

新潟県岩船郡神林村の取組事例

水田の畦畔嵩上げなどによる洪水防止機能の強化

下流域で湛水被害

取組事例：調整板の設置

○神林村では、農村コミュニティの「共助」の精神を活かしつつ、水田を活用した洪水防止の取組に対する地域の合
意形成や体制づくりへの支援、畦畔の補強や嵩上げや調整板設置への支援など実施し、水田の有する洪水防止機能
を向上させ、地域全体で洪水被害の防止に取り組んでいる。

流域の洪水被害の軽減を図る。

道路
河川

調整板

一時的に貯留し被害を防止

調整板を設置して、水田から

の排水量を調整

調整板
φ50

排水桝
φ150

平成15年度の協力農地

全体の52％

↓

平成19年度の協力農地

全体の92％

調整板

協力農地

その他

資料：農村振興局作成




